
長崎県地学会 平成 30年度研究発表会

研究発表講演要旨

2018年・2017年の桜開花と気温

丹
i渉:おこ般t(長崎西高等学校)

1 2018年・2017年 の桜開花概要
2018年 は桜の開花 日が早 く,2017年は遅かった 2018年 は冬が寒 く,春先に暖かかったた

め開花が早まったと考える.2017年はその逆である.福 岡市,長崎市,鹿児島市の2018年 と

2017年 の1～ 3月 の気温を比較すると2018年 は桜が早く開花する状況だつた

第 1図 2018年 3月 27日
長崎西高校にて筆者撮影

第 2図  2017年 4月 9日
長崎市の交通公園にて筆者撮影

福岡市,長崎市,鹿児島市の2018年 と2017年の桜開花日

第 1表 福岡市,長崎市,鹿児島市の桜開花日

いずれの市も2018年 は開花日が早く,2017年は開花日が遅かった.

3 休眠打破と開花
桜の開花には,冬の低温で つぼみが休眠からさめること (体眠打破)と ,春先に気温が上

昇することが関係 している。冬寒く,春先に暖かいと開花 日が早まる .

なお,研究発表会の際,体眠打破は春先の急な気温上昇が関係 しているとのご指摘をいただい

た.休眠打破について詳 しいかたの ご指導をいただければ幸いである。

観測地 2018年   (平年比 ) 2017年  (平年比 )

福岡市 3/19 (4 日巧許) 3/25 (2日 遅 )

長崎市 3/17 (7 日早 ) 3/30 (6日 更肇)

鹿児島市 3/15 (9 日早 ) 4/5 (10日 英塁)
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4 2018年 と2017年の1～ 3月 の平均気温比較
4-1 福岡市,鹿児島市の2018年 と2017年 1～ 3月 の平均気温比較
第 2表 福岡市,鹿児島市の 2018年 と 2017年 1～ 3月 平均気温比較

どちらの市も平均気温が2018年 の1,2月 は低く,3月 は高かった .

-2 長崎市の2018年 と2017年 ,平年の1～ 3月 平均気温比較
第 3表 長崎市の 2018年 と 2017年 ,平年の 1～ 3月 平均気温比較

2018年 の平均気温は平年値 と比べて1月 ,2月 は低く,3月 は高かった

2017年 の平均気温は平年値と比べて1月 ,2月 は若千高く,3月 はほぼ同じだつた

気温の影響により,2018年は開花 日が早まり,2017年は開花 日が遅くなった。

5 参考 1981年～ 2018年 の長崎市の桜開花日

1981年 ～2018年 長崎市の機関花轟

第 3図  1981年～ 2018年の長崎市の桜開花日

※文中のデータは気象庁ホームページより

第 4図  1981年～2018年 の 5年ずつスライド
させた長崎市の 10年平均桜開花日

市 。年 1月 平均気温(℃ ) 2月 平均気温 (℃ ) 3月 平均気温 (℃ )

福 岡 市 2018年 5.7 6.2 11.4

福 岡 市 2017年 74 8.3 10.2

鹿児島市 2018年 7.6 8.2 13.8

鹿児島市 2017年 9.0 9.2 11.9

市 。年 1月 平均気温 (℃ ) 2月 平均気温 (℃ ) 3月 平均気温 (℃ )

長崎市 2018年 5.8 6.3 11.8

長崎市 2017年 7.5 8.0 10.3

長崎市 平 年 7.0 7.9 10.4

1981筆～2018年 5年ずつスライドさせた

10年平均 長崎市の桜闇花日

ごご♂ごダごござ
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研究発表講演要旨

イギリス・ロンドン小旅行
～自然史博物館 ロセブンシスターズの見学～

り|1贋(禾口憚訂(活水高等学校)

昨年3月 末をもつて、再任用で勤務していた大村高等学校を退職した。31年間の県立高校の勤務を

終え、肩の荷を下ろした気持ちになった。そのとき、一昨年の10月 からロンドンに居る三男より、休

みに遊びに来ないかという誘いを受けた。三男は石油会社に勤務していて、転勤でロンドン支社にい

る。良い機会だと思い、妻と長男を伴って8月 19日 (土)から25日 (金)ま で小旅行を行った。
この紙面では、思い出深い自然史博物館とセブンシスターズの見学について報告したい。

自然史博物館の見学は朝日選書 「メアリー・アニングの冒険J(吉り1惣司・矢島道子著)を読んだ

影響である。色別に分けられた 4つの展示ゾーンを入場者の流れに従つて見て回つた。まず、レッド

ゾーンの入り回から入り、地学の教科書的な展示物を見る。岩石の種類や出来かたが丁寧に展示され

ていた。火山の噴火、地震や津波などの自然災害は日本の画像が使われていた。各種の鉱物と宝石類

の展示は圧巻であった。グリーンゾーンは古生物の進化に基づく地球の歴史の展示であつた。教科書

に載せてもよいほどの保存の良い完璧ともいえる化石を見ることができた。ブルーゾーンはこの博物

館の目玉ともいえる恐竜類の展示だった。イグアナ ドン、 トリケラトプス、ティラノサウルスなどが
薄暗い館内の中、あるいは鉄骨やワイヤーで宙づりにされ、あるいはアクリル板で囲われて展示され

ていた。ともに至近距離で観察できた。

開館の10時過ぎに入場し、3つのゾーンを2時間以上かけて見学した。どの展示も興奮して写真を撮

りまくる私に、家族はあきれ果てサッサと移動した。とくに、3歳の孫娘は恐竜が怖いらしくベビーカー

の中で固まっていた。

お目当てのメアリー・アニングの肖像画と首長竜の展示が見つからない。昼食にしようとレス トラ

ン「T rex」 |こ入るとき、反対側の壁一面に首長竜「ブレシオサウルスJと魚竜 「イクチオサウルスJ
の化石が展示されていた。保存の良い化石が木枠のガラスケースの中に収まっており、その迫力に圧

倒された。

セブンシスターズヘは三男の運転する車で行った。三男一家の住んでいるアパー トはイーリングコ

モン駅の駅前通にある。イーリング地区 (イ ーリングブロー ドウェイ、イーリングコモン)は 日本人
の駐在員が多く住む場所だそうだ。イーリングからヒュースロー空港の方向に向かい、その先ロンド

ンの大循環道路に乗り、途中から折れて南岸のバーリング岬に出た。

セブンシスターズを見てみたいと思ったのは、日本地質学会Newsの表紙の中に自尾元理氏が撮影し

解説されたものがあったからである。日の覚めるような「ドーバー海峡の白い崖」であった。三男一

家がセブンシスターズにピクニックに行ったことがあると聞いて、最終日の行程に入れてもらった。

センブンシスターズはイギリスのナショナル トラス トでバーリング岬には小さなビジターセンター

もあつた。海岸に降り、自尾氏が撮影したと思われるポイントまで歩いて、そこから撮影した。白い

部分はコッコリス (円石藻)の遺骸でチョークに、黒い部分はスポンジ (海綿)の遺骸がフリントに
変化したものである。チョークの中には魚やアンモナイ ト、ウニ等の化石も見つかるようだ。ビジター

センターの展示や解説にはこの海岸の崖が1年間で40cm程侵食を受け、海岸線が後退しているとあつ

た。そのせいか、波打ち際の海水は自く濁っていた。また、波打ち際の丸い礫はフリントが波によつ

て円磨されたものらしい。

バーリング岬に来る途中の民家の壁は漆喰に丸い石が埋込まれていたが、丸い石はフリントだろう
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と後で理解できた.セブンシスターズとはバーリング岬から西方に続く海岸の7つの岬や入り江の崖

が「修道女 (シスター)の 白い襟Jに似ているから呼ばれているそうである。

今回のイギリス小旅行では、文化の違いを感じた。大英博物館や自然史博物館、科学博物館、ヴィ

クトリア・アルバー ト美術館等は入場料が無料であり、写真撮影もOKだった。そのため、夏休み期
間中でもあり、学生や生徒、外人観光客で一杯であった。大英博物館だけは入館するとき、簡単な荷

物チニックがあったが、その他はなかった。三男にそのことを質すと、教育が目的で外人観光客を呼

ぶためにも入場料は取らないという。時間の関係上、科学博物館を見学出来なかったことが残念だつ

た。後ほど、これらの施設が存在するサウスケンジントンの地区がロンドンにおいて開催された第 1

回万国博覧会の会場であり、その収益余剰金を使って建設されたことを知った。考えさせられる旅行

だった_

自然史博物館

セブンシスターズのチ ョーク層
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研究発表講演要旨

多良岳黒木谷の地質

阪 口 禾口則 伏本寸市)    、

岩屋凝灰角礫岩 (小形, 1989)の 一部は黒木付近でプロピライ ト化されて緑色の岩石に変

化 している またこの上位にある黒色の安山岩溶岩の一部も熱水変質を受けプロピライ ト化      、
や自土化 し, 一部に黄鉄鉱・黄銅鉱・低温石英などの鉱脈を挟み, 標高600m付近の高所まで

分布 している

当地域の地質研究史は次の通 りである.

小倉 勉 (1919)は黒木谷の一部に英閃アンデン岩 Hornblende Dacite を定義し,黄鉄鉱 ,

角閃石の変質鉱物として石英と緑泥石,長石の分解物として方解石の存在を記載 している       ｀

高橋 清 。倉沢 一 (1960)は鹿島市西方および, 南西方には杵島層群の上に, 変質複輝石
安山岩が存在 し, これは多良岳西方の著しく解析 された谷の中の黒木付近に見られるものと      、

同じ活動のものであろう, としている

宮久三千年 (1962)は 変朽安山岩 とし, 藤津層下部の変質安山岩あるいはそれよりも古いと

している (日 本地方地質誌 「九州地方 p.196」 )                         1
松本征夫 (1973)は黒木谷の安山岩を郡岳, 五家原岳などの山陰系角閃石安山岩類とし,黒木      |
～岩屋周辺では豊肥火山岩類に対 して貫入 してお り, 熱水変質作用のためしばしば変質 し      、

て白色岩になっていることがあるとしたが, 1992年 にこの角閃石安山岩類フィッション ト

ラック年代から黒木谷の安山岩を山陰系角閃石安山岩類よりも古い鮮新世豊肥火山活動に属

する安山岩 と修正 した。                                   ｀

小形昌徳 (1989)は 多良岳古期安山岩類の中に黒木安山岩を定義し, それが熱水変質してお

り,緑泥石・方解石・黄鉄鉱が存在することを記載 している                    ヽ

これ らの熱水変質を受けた凝灰角礫岩 と黒色の安山岩および郡川安山岩類を鹿島市・嬉野市      、

付近や川棚町 。東彼杵町などに分布する先多良岳安山岩類に対比 し, 小形 (1989)の 多良岳古      ‐

期安山岩類から切 り離 して定義 して大村市黒木谷の地質をまとめた 地層区分は小形 (1989)
を基本 として記載 した。 また, 2015年 に黒木キャンプ場から五家原岳への横峰越新登山道の      ｀

開発で出現 した露頭で南に約 14° で傾斜する火砕流堆積物が, 大村科学サークルの活動中に      ,
長崎県地学会員の鎌田幸子さんによつて発見された。 これを小川内川火砕流堆積物の名づけ,      ミ
多良岳古期安山岩類の基底として捉えた。

武内浩一氏による当地域の熱水変質岩 6試料のX線回折では, 熱水変質鉱物として曹長石・

石英を主とし, スメクタイ ト・カオリン鉱物・方解石 。パイロフィライ ト・緑泥石・セ リサイ

トなどが記載されている.
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研究発表講演要旨

長崎県島原半島南部の火山層序

哺「 月卜芽『 クこ (県立島原高等学校)

1, これまでの研究

島原半島南部において火山活動を中心にした研究は少ない。大塚 (1995),田 島 (2014)

島原半島は約430万年前,島原半島南端の早崎半島付近の玄武岩活動から始まった。その上位に

は口之津層群が重なり,玄武岩や安山岩の活動がその中に含まれるとされている (大塚,1995)。 本
地域の露頭は連続性が悪く,特に口之津層群の大屋層,加津佐層,西正寺層,北有馬層の層序は難

解である。また,こ れらの層の中に含まれる「南有馬火砕流」,「小利火砕流堆積物J,「大屋火砕流

堆積物J,「大屋凝灰岩層」などと呼ばれてきた堆積物は,同一の火砕流堆積物を別称したり,別の

層準の火砕流堆積物として認識するなど混乱している。

筆者はこれら火砕流堆積物やそれに伴 う凝灰岩層の層序や分布を詳細に調査した。その結果、火

山性堆積物としてグループ化することにより、 1枚の追跡可能な鍵層になることを確認した。この

火山性堆積物の層序は次のようである。

2,「南島原凝灰岩層」、「口之津層」の提唱

貝化石を含む海成層の上に、凝灰質砂岩・泥岩層、発砲の悪い角閃石安山岩質軽石を含む火砕流

堆積物、軽石を含む凝灰岩層などが約20mの厚さで累重する。これらは南有馬町向小屋付近を供給

源とする一連の角閃石安山岩質の火山活動に関連した堆積物であると考えられる。

これらの火山性起源の堆積物を総称して「南島原凝灰岩層」と新称する。火砕流堆積物や凝灰岩

層は、単独では連続性が悪く追跡できないが、南島原凝灰岩層として追跡すると連続性が向上し、

難解な大屋層,加津佐層,西正寺層,北有馬層を理解する鍵層として使える。
図 1は本地域の地質図を示す。南島原凝灰岩層を含む上下の一連の堆積物を「口之津層」と新称

する。口之津層は、南島原凝灰岩層を含む上位の口之津層上部と、下位の口之津層下部に区分でき

る。大塚 (1995)の 大屋層,加津佐層,西正寺層,北有馬層は口之津層下部と口之津層上部の南島
原凝灰岩に対比できる 口之津層上部は南串山層,上原玄武岩,鳳上岳玄武岩,諏訪池玄武岩,塔
ノ坂安山岩と同時異相の関係になる 口之津層は早崎玄武岩 (寺井,2018本発表)や菖蒲田安山岩
を不整合に覆い,古期雲仙火山に不整合で覆われる。
さらに南島原凝灰岩層は,早崎半島から上原,鳳上岳山麓に分布する玄武岩を区分するのにも使
える。大塚 (1995)は 早崎半島の玄武岩を下位の大泊玄武岩と上位の早崎玄武岩に分けている。こ

れも南島原凝灰岩層により層序的に上下 2枚の玄武岩に分けられ、南島原凝灰岩層より下位を早崎

玄武岩と改称し,早崎半島上位の玄武岩は上原玄武岩に対比できる。

3,ま とめ

①口之津層 (新称)を定義し、回之津層は南島原凝灰岩層により上下 2つに分けられる。
②貝化石を含む海成層は口之津層下部と上部の南島原凝灰岩層に集中する。

③口之津層上部は南串山層, 自木野玄武岩,鳳上岳玄武岩,諏訪池玄武岩,塔ノ坂安山岩と同時

異相の関係にある。
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図 1 島原半島南部の地質図
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研究発表講演要旨

2017年アメリカ横断日食とイエローストーン国立公園

杉:琳こ直:強く(0プラネット・エム)

(1)ア メリカ横断皆既日食

アイダホ州のアイダホ・ワイザー記念公園で皆既日食を見物する米国日食ツアーに参加した 今
回の日食の皆既帯は米国本土を完全に横断し,米国本土での皆既 日食は38年ぶり,今回のように米

大陸を完全に横断するのは99年ぶりとのことである 西九州のメンバーが多く参加する観測ツアー
に参加したところ,長崎県関係で17名 もの多くの参加者があった

宿泊地のアイダホ州ボイシから郊外

の観測地 (アイダホ 。ワイザー・メモリ

アルパーク)ま では大規模な交通渋滞が

予想されるとのことで, 日食前夜の22時

に出発することになったが,予想に反し

て渋滞は全くなく,24時前に観測地へ到

着し,現地で一夜を過ごすことになって

しまった。

夜間には時々薄い雲が空を覆 うこと

もあつたが,明 るくなってからは,ほぼ

雲が無くなり快晴となった

10:10第 1接触 (日 食 の始 め),10分 お

きに部分食を撮影する.途中,現地の

方の訪間を再々受ける 中には,自 分は
元MVYで佐世保に行ったことがあると

いう人まで現れた ほとんどの人が日食
のタイムスケジュールを尋ねるので,手

元の進行表を見せながらお教えしたら,

喜んでいただけたようだ ポツリポツリ
とした会話だが,い くらか国際親善に役

立ったのなら幸いに思う

第2接触の5分前から,皆既前後の情景

写真を撮影するため,広角レンズでのイ
ンターバル撮影 (5秒間隔)と ビデオ撮影

を開始 1分前には望遠鏡の前のフィル

ターを外し,ピントを合わせ直す 皆既
直前の緊張感は何度経験 しても変わら

ない気がする。今回は前夜暗いうちから

時間をかけて機材をセッティングし,望遠鏡の極軸も精度が出ているので,ほ とんど修正の必要が

無く,わ りと余裕を持って皆既の瞬間を迎えることが出来たように感じる。

9cm屈折望遠鏡で露出を変えて撮影した24コマの画像を合成し,処理を行つたコロナ画像を写真 1

に示した 現地の透明度が素晴らしく,たいへん良いコロナ画像が得られたように思う その画像

写真 1 9 cm屈折+ニコン D510A画像処理によるコロナ

写真2第 3接触 (ダイヤモンドリング)時間を追った3枚を合成
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によれば,太陽から南東方向に1本,北西方

向に2本の明瞭なス トリームが認められ,太

陽活動が弱いときに現れる「極小型Jコ ロ

ナの特徴が認められた

また,皆既が終了する瞬間の,いわゆる「ダ

イヤモンドリングJの状態を時間を追った
3コ マの画像を合成 した画像を写真2に示し

た 第2接触の際には,比較的大きなプロミ
ネンスも見えて,見応えがあった 皆既の
継続時間は2分7秒だつた .

食の進行とともに気温が大きく下がり,同行した妻の計測では,第 1接触45分後より気温が下が

りはじめ,最低気温は皆既終了の 8分後にあたる11:35であった この間に約 9℃も低下した こ
んなに気温が下がつたのは記憶にない。湿度が低かったからだろうか

(2)イ エロース トーン国立公園

皆既口食観測の後,近くにある(と 言つても600m以上あるのだが),イ エローストーン国t公園を

見学したので,ご紹介したい 同公園はアイダホ,モ ンタナ,ワイオミング州にまたがり,面積は8,980
km2(四国の半分程度)1872年 に世界で最初の国立公園に指定され,1978年には世界遺産にも登録

世界でも有数の熱水地帯で,豊かな生態系を持ち,2015年には410万人の観光客が訪れている

公園は 8の字形の道路で巡ることができ,大きく5つの地域 (カ ントリー )に区分することができる

それぞれのカントリーが独自の特徴を持っているが,やはり,公園全体のシンボルとなっている「オー

ル ド・フェイスフル・ガイザー (間欠泉)」 があ

るガイザー・カントリーが最も印象的であった

オール ド・フェイスフル間欠泉からモーニング

グローリー・プールまでの約 2 kmの遊歩道に沿つ

て数十の間欠泉や温泉が密集しており,地球の
エネルギーを感じた。

地球の熱水現象に関心のある会員には必見の

公園と思うが,なにせ広いので,時間には十分

余裕を持って行程を組まれる(最低でも2日 )こ

とをお勧めする マンモスカン トリーの石灰相1
噴出する温泉に含まれる石灰が棚を形成している

日食中の気温変化℃ (ワ イザー記念公園 )

2017821松本良子
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イエローストーン公園のシンボル「オールドフエイスフル間欠泉」 モーニンググローリー・プール
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ポスター発表

長崎市為石町にみられる変斑レイ岩塊について (予報)

西 り|1  正  (丹沢T探究会)

1980年代以降,長崎変成岩類の一連の年代研究により,長崎半島に分布する結晶片岩は同半島を

縦断する脇岬―深堀断層を境に,周防帯に対比される「野母崎累層Jに より構成される西部ブロッ

クと三波川帯に対比される「三和累層」により構成される中部ブロックに区分され,異なる地体構

造が接する場であることが明らかにされてきた (Hattori and Shibata, 1982:Nishimura, 1998:

西村ほか,2004な ど)

また,西部ブロックには弱い変成作用を被つた変斑レイ岩体が存在し,古期変斑レイ岩類と呼ば

れる (猪木ほか,1979:宮 崎 。西山,1989な ど)一 方,中部ブロックには礫質片岩中に変斑レイ
岩礫が認められ,古期変斑レイ岩類とは変成の程度や年代が異なる結果が示されている (猪木ほか ,

1979:Hattori and Shibata,1982)。 しかし,中部ブロックにおける変斑レイ岩体としての報告に

ついては,これまでほとんどみられない.今回,中部ブロックに位置する長崎市為石町にて小規模

な変斑レイ岩塊の存在を確認したので報告する.

本岩塊は,為石神社に近接する大小2つの岩塊で構成され,小岩塊には角閃石巨晶を含む斑レイ

岩質ペグマタイ ト脈が複数発達し,有色鉱物と無色鉱物の量比の変化による成層構造や変形による

と思われる波状葉理などが確認される 大岩塊についても,その下部は小岩塊と同様に,斑 レイ岩
質ペグマタイ ト脈や有色鉱物による級化構造が発達するが,上部は有色鉱物に乏しく細粒かつ等粒
の塊状層から成る なお,大岩塊の下部と上部の境界付近には大きく節理が発達し,上部側の節理
に近い部分には縦横にクラックが発達する

以上の露頭観察の結果から,本岩塊が変斑レイ岩体の成層構造の一部を反映し,岩体下部はマグ
マの貫入後の結晶分化作用による有色鉱物の沈積部分を,上部は残液部分を反映すると推察される。

岩体下部に発達するペグマタイ ト脈はその後の変成作用により生じたと考えられる。また,節理や
クラックの発達,周辺に分布する結晶片岩との反応が認められないことから,本岩塊は周辺の結晶

片岩ないし蛇紋岩体の上昇過程において取り込まれた構造岩塊である可能性が高い.さ らに,北北

西方向にリニアメント地形が認められ, このリニアメントが本岩塊の上昇に寄与した断層 (布巻―

為石スラス ト)の可能性がある.
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第 1図 変斑レイ岩塊 (大)全景

第2図 斑レイ岩質ペグマタイト脈 (第 1図の②) 第3図 岩塊上部塊状部 (第 1図の⑥)
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特別講演 講演要旨

「西九州地域の陶石鉱床の特徴と成因を考える」

武 内 浩 一 帳 崎県窯業技夕時セ ンター )

九州には多くの開石鉱床があり,各地のやきものや碍子などの原料として利用されてきた

天草陶石,泉 山陶石,波佐見陶石,対州陶石などが有名で,こ れらの多くは江戸時代の初期に

発見され,今 日に至るまで長期間にわたって採掘されてきた重要な地下資源である.

陶石は 「他の原料を混合することなく陶磁器

が製造できる岩石 Jと 定義 されているが,実際
に陶石 として採掘 されている原料には,よ り幅
広い種類の岩石が含まれている たとえば対州
陶石は石英 と長石からな り,粘土鉱物を含んで
いないので単独では陶磁器の製造はできないが ,

釉薬用の原料 として重要である 今回取 り上げ
る天草陶石・泉山陶石・波佐見 (三股 )陶石・

網代陶石以外にも,九州には自杵―八代構造線
に沿つて分布する人代陶石,貫入岩に関係 した

変質作用を受けた堆積岩中の笠沙陶石,沖縄県
石垣島川平半島の高カ リ質陶石な ど各地に異

なった特徴を持つ陶石が存在する

陶石の成因として,従来から「自己変質作用」で生成されたとい う説が一般的である 「自
己変質作用Jは後マグマ作用の一種で,マ グマ固結の末期に分離された水などの揮発成分が ,

生成 した直後の岩石に作用 して変質を与え,岩石の化学組成 。鉱物組成・組織などを変化させ

る現象とされている.陶石には粘土鉱物や曹長石など二次鉱物が含まれてお り,岩石組織から

見ても変質作用を受けたことは明らかである。しかしこれまでに,個々の陶石鉱床の成因につ

いて,具体的な温度・圧力・関与した流体の性質などを解明したうえで,「 自己変質作用」の

詳 しい内容を議論 した例は見られない 最近では,地熱活動に伴 う熱水変質活動で生成 された
ことを示す研究結果も報告されている

陶石鉱床の成因については,鉱床の形態・岩石学的特徴 。鉱床胚胎の場 としての地質環境・

生成年代に関して新 しい観点からの研究を行い,マ グマ自体が持つ特殊性 。後マグマ作用とし

ての変質・地熱活動による熱水変質 。噴気作用など火山活動に伴 う変質など, さまざまな可能

性について検討を加える必要がある

自己変賞作用 地熱系熱水変質作用

輸 pe 3)
地熱活動の熱水に関係
した変賣作お

流紋罵マゲマの国4とにより
笙成した熱水による変質作用

Ｌ

‐

Ｌ

Ｌ

西九州Iの陶石鉱床分布図

El本菫覆晟扇
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